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1.　組織全体の概要

（１）組織全体
商号 角田無線電機株式会社

創業

本社 〒101-0021 東京都千代田区外神田3-14-10

町屋事業所 〒116-0001 東京都荒川区町屋1-38-16

電話 03−3253−8111

資本金 7,200万円

売上高 504億円（令和3年度）

代表者 代表取締役社長　長澤　雅裕

ホームページ http://www.kakuta.co.jp

電器営業本部 総合家電、健康・美容家電、調理・生活家電、OA製品他

電子営業本部 電子部品、電子機器、工具他

＊エコアクション２１対象範囲は「町屋事業所」である。

全国の拠点と人員配置・エコアクション２１対象範囲
区分 種別 住所 名称 人員 ea21

本社・管理本部 東京都千代田区外神田3-14-10 30

商品本部 東京都文京区湯島2-16-12 14

東京都文京区湯島2-16-12
広域営業部
法人営業部
首都圏営業部

62

大阪府吹田市江の木26-17
大阪営業所
広域西日本営業部

17

その他 全国２１箇所 116

栃木県宇都宮市下岡本町2113-11 北関東物流センター 17

東京都足立区東保木間1-18-6 東京物流センター 44

大阪府吹田市江の木26-17 大阪物流センター 23

その他 全国３箇所 38

業務部 東京都荒川区町屋1-38-16 14

営業所 東京都荒川区町屋1-38-16 電子営業部 45

物流センター 東京都荒川区町屋1-38-16 町屋物流センター 33

合計 453

昭和21年5月21日

営業所

物流センター

電子営業本部

対
象
外

町
屋
事
業
所

電器営業本部

取扱商品
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２.認証対象サイト

【サイト名】　角田無線電機株式会社　町屋事業所

【代表者】　電子営業部　執行役員　伊藤紀幸

【事業所】　

東京都荒川区町屋1-38-16　菱興町屋ビル ３階

２階

【事業内容】　電子部品、ＯＡ製品の総合商社

【事業規模】

社員数　92名

電子営業部 ４5名

町屋物流センター 33名

業務部 １4名

売上高 66億円（令和3年度）

【環境管理責任者】

町屋物流センター　主任　金光昭英

連絡先　電話　03-6859-2602

　　　ＦＡＸ　03-6859-4942

           E-mail    kanamitsu@kakuta.co.jp

住所 床面積（㎡）

11072.14

(電子部品、電子機器、工具などの販売、保管、発送)

243
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3.　認証に関わる対象範囲

【登録範囲】　 電子部品及びＯＡ製品の販売に関する全ての事業

活動に適用する。

事業活動： 電子部品、電子機器、工具などの販売、保管、発送

【レポートの対象期間】

2021年4月1日～2022年3月31日

【町屋事業所　実施体制図】

職員

環境経営計画を実行する

３階 ３階 ２階

担当地域 活動内容

日本全国 二酸化炭素排出量削減

発注・商品受入・商品を 紙使用量・産廃削減

発送・保管管理 誤出荷件数削減

見積もり、受注入力、仕入れ入力

発送処理

方針・目標・実施体制決定

全体の評価と見直し

課題とチャンスの明確化

社内

二酸化炭素排出量削減業務部（注） 社内

営業・見積・受注・発送・出荷

町屋物流センター

電子営業部

電子営業部

執行役員

伊藤　紀幸

環境管理責任者

金光　昭英

取組計画の策定、取組状況の把握・評価

取組の推進

電子

業務内容

町屋
業務部

営業部 物流センター
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4.　環境経営方針

基本理念

活動方針

1.　事業活動に適用される環境保全に関する法規、法制、条例、及び当社が

同意するその他の要求事項を遵守する。

2.　環境負荷の低減を図るため、省エネルギー、リサイクル、省資源化と

二酸化炭素排出削減を目指した事業活動を行う。

3.　事業活動における廃棄物の減量化を進めるとともに、環境関連物質調査

依頼に積極的に対応することにより汚染の予防を図る。

4.　環境経営マネジメントシステムの継続的改善と有効性を維持するために、

目標を設定し定期的に見直しをする。

5.　組織で働く又は組織のために働くすべての人に環境経営方針を周知

徹底し、環境保全に対する意識の向上を図り、全員参加の活動を行う。

6.　環境経営方針の開示を要求された場合には公開する。

わたしたちはエレクトロニクス部品の総合商社として、電子部品、電子機器、工具など

の販売、保管、発送を行うことを通じて、持続可能な社会の繁栄と幸福のために奉仕し

ます。

制定日　2019年4月1日

角田無線電機株式会社　町屋事業所

電子営業部　執行役員

伊藤　紀幸
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5.　環境経営目標

単位 2021年度目標 次年度目標

不動在庫削減による 2021年同等

環境負荷低減 300

環境負荷低減

2021年同等

68.0316

2021年同等

2.77

2021年同等

538

2021年同等

5,868

2021年同等

320,950

注）電力のＣＯ2排出係数は、

2015年東京電力の調整後排出係数0.491ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈを使用。

化学物質は使用していない。

また、水使用量はテナント料金に含まれているため、測定できない。

このため、両者は環境目標項目から除外している。

環境経営目標項目 2024年度中期目標

千円 300以下
2021年度比2％削減

294

二酸化炭素排出量削減 ｔ-Ｃ02 68.0316以下
2021年度比2％削減

66.71

誤出庫件数削減による
件 65件以下 65件以下 65件以下

廃棄物 産業廃棄物 ｔ 2.77以下
2021年度比2％削減

2.71

排出量 一般廃棄物 ｋｇ 538以下
2021年度比2％削減

527

紙使用量削減 枚数 320950以下
2021年度比2％削減

314,531

削減 紙リサイクル ｋｇ 5,868以下
2021年度比2％削減

5,750
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6.　環境経営計画

単位 2021年度活動計画

取扱商品のメーカー返品交渉

発注時の型番、数量再チェック

類似型番の商品の棚移動

伝票の型番・数量のチェック

電気、エアコン温度設定の徹底

アイドリングストップ　

不動在庫商品の削減

誤発注した際の早期返品交渉

弁当容器や梱包材などの削減

資料等、紙媒体⇒データ媒体切替

資料等、紙媒体⇒データ媒体切替

環境経営目標項目 2021年度目標

不動在庫削減 千円
300以下

誤出荷件数削減 件 65件以下

二酸化炭素排出量削減 ｔ-Ｃ02
68.0316以下

排出量 一般廃棄物 ｋｇ
　

538以下

廃棄物 産業廃棄物 ｔ
2.77以下

ｋｇ
5,868以下

紙使用量削減 枚数
　

320950以下

削減 紙リサイクル
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7.　環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

単位 2021年度実績

298

53

53.66

6.8

426

5,183

271,000

活動の評価

・不動在庫削減

早期にメーカーに返品処理ができ、目標達成。

・誤出荷件数削減

伝票の型番や数量チェックの徹底を図ったことが

目標を大きく上回る結果になりました。

・二酸化炭素排出量削減

新型コロナウイルスにより、車での得意先への訪問が激減し

二酸化炭素排出量が減少となった。

・産業廃棄物削減

特注品の誤発注品があり、メーカー交渉したが

返品不可になり、目標未達。

・紙使用量削減

従業員に再度紙使用の削減を徹底するよう喚起し

紙使用量を目標達成することが出来た。

78.9% 〇

環境経営目標項目 2021年度目標 結果

不動在庫削減による環

境負荷低減
千円

20年同等以下
99.3% 〇

300

誤出荷件数削減による

環境負荷低減
件 65 81.5% 〇

68.0316

廃棄物 産業廃棄物 ｔ
20年同等以下

二酸化炭素排出量削減 ｔ-Ｃ02
20年同等以下

×
2.744

排出量 一般廃棄物 ｋｇ
20年同等以下

79.2% 〇
538

247.8%

〇
320,950

88.3%

紙使用量削減 枚数
20年同等以下

84.4%

〇
5,868

削減 紙リサイクル ｋｇ
20年同等以下
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8.　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

単位 2021年度実績 2022年度目標

不動在庫削減による 2021年同等

環境負荷低減 298

環境負荷低減

2021年同等

53.66

2021年同等

6.8

2021年同等

426

2021年同等

5,183

2021年同等

271,000

電力使用量の把握

・室内温度を冷房26℃、暖房温度23℃に設定

一般廃棄物処分量の把握

・ペーパーレスの推進（注文書のデータ送信）

・ゴミ分別の徹底

不動在庫削減

・手配商品発注の際、型番・数量チェックの再度徹底

誤出荷件数削減

・ピッキング時(商品の取り出し)、棚番・型番・数量チェックの徹底

・誤出荷した商品の棚番移動の推進実施

環境経営目標項目 2024年度中期目標

千円 298
2021年度比2％削減

292

二酸化炭素排出量削減 ｔ-Ｃ02 53.66
2021年度比2％削減

52.59

誤出庫件数削減による
件 53件 50件以下 53件以下

廃棄物 産業廃棄物 ｔ 6.8
2021年度比2％削減

6.66

排出量 一般廃棄物 ｋｇ 426
2021年度比2％削減

417

紙使用量削減 枚数 271,000
2021年度比2％削減

265,580

削減 紙リサイクル ｋｇ 5,183
2021年度比2％削減

5079
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9.　環境関連法規制等の遵守状況の確認

廃棄物処理および清掃に関する法律 遵守

・廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理を図る。

・産業廃棄物保管場所の掲示。

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 遵守

（アイドリングストップ）

資源有効利用促進法（家電リサイクル法） 遵守

環境関連法規制等、遵守状況の定期評価の結果、違反及び外部からの苦情は

ありませんでした。また、関係当局からの違反等の指摘はありません。

9



10．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者
（承認）

環境管理
責任者
（作成）

伊藤紀幸 金光昭英
2022/6/30 2022/6/30

変更の必要
性

環境経営経営システム 不要

環境経営方針 不要

今年度 不要

中長期 不要

環境経営活動計画 不要

是正処置の実施 不要

予防処置の実施 不要

環境関連法規等の遵守 不要

実施体制 不要

特注品の誤発注などがあり、産業廃棄物が増加してしまったが、電気や紙ゴミなどは社員一人
ひとりの環境に対する意識付けによって削減することができました。今後も継続して取り組ん
でいってほしい。

全体評価

見直し項目 環境管理責任者への指示事項

現状継続でよい

環境への取組

現状継続でよい

環境経営目標

現状継続でよい（業務部も参加）

現状継続でよい（業務部も参加）

現状継続でよい（業務部も参加）

現状継続でよい

現状継続でよい

現状継続でよい

現状継続でよい
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